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区　　分 令和６年度
一般会計 203億9,690万円

特
別
会
計

土 地 取 得 1万円
国 民 健 康 保 険 44億5,541万円
介 護 保 険 40億8,524万円
後 期 高 齢 者 医 療 9億6,390万円
合　　計 299億145万円

下水道事業　支出合計 25億9,605万円
特別会計と下水道事業会計を含めた予算一覧

　

令
和
６
年
度
予
算
は
、
一
般
会

計
が
２
０
３
億
９
７
０
０
万
円
、

前
年
度
に
比
べ
て
６
・
１
％
増
と

な
り
ま
し
た
。
当
初
予
算
の
規
模

と
し
て
は
、
過
去
２
番
目
に
大
き

い
予
算
額
で
す
。
一
般
会
計
の
歳

入
で
は
、
法
人
町
民
税
の
増
収
が

見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
町
税
を

前
年
度
比
10
％
増
の
82
億
９
２
０

０
万
円
と
し
ま
し
た
。

　

ま
た
特
別
会
計
で
は
、
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
は
被
保
険
者
数

が
減
少
傾
向
に
あ
る
一
方
で
、
医

療
費
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
に
よ

り
、
対
前
年
度
比
２
４
０
０
万
円

増
、
介
護
保
険
特
別
会
計
は
、
第

９
期
介
護
保
険
事
業
計
画
を
踏
ま

え
、
対
前
年
比
６
２
０
０
万
円
増
、

　

令
和
６
年
第
２
回
定
例
会
を
３
月
８
日
か
ら
18
日
ま
で
の
11
日
間
の

会
期
で
開
催
し
、
新
年
度
予
算
を
含
む
町
提
出
議
案
27
件
と
議
員
提
出

議
案
５
件
の
審
議
、
一
般
質
問
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
う
ち
、
新
年
度
予
算
に
関
連
す
る
議
案
は
、
予
算
特
別
委
員
会

（
狩
野
雄
二
委
員
長
、西
山
優
副
委
員
長
）
を
設
置
し
て
審
査
し
ま
し
た
。

ま
た
審
議
の
結
果
、
本
定
例
会
に
提
出
さ
れ
た
議
案
は
全
て
原
案
ど
お

り
可
決
し
ま
し
た
。

令
和
６
年
度
予
算
案
を
可
決

�

―�

３
月
定
例
会�

―

一般会計予算の内訳

203億
9,690万円

203億
9,690万円

県支出金
17億2,702万円

8.5%

民生費
85億3,802万円

41.9%

町税
82億9,213万円

40.7%

町債
15億9,137万円

7.8%

地方交付税等
42億2,441万円
20.7%

土木費
19億4,235万円

9.5%

総務費
20億9,523万円

10.3%

教育費
24億3,462万円
11.9% 公債費（借入金の返済）

27億3,534万円
13.4%

依存財源
112億9,930万円

55.4%

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
は
後

期
高
齢
者
人
口
が
増
加
し
て
い
る

こ
と
を
反
映
し
、
対
前
年
比
８
１

０
０
万
円
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

自主財源…町が自らの権限に基づいて自主的に調達する財源　依存財源…国や県の決定に依存する財源
※１万円未満を四捨五入しているため、合計と内訳の計は必ずしも一致しません。

― 町税は増収の見込み ―過去２番目の予算��規模に過去２番目の予算��規模に
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◆介護施設整備助成事業� 5,813万円
「第9期介護保険事業計画」に基づき、看護小規
模多機能型居宅介護事業所を整備。

◆ふれあい収集事業� 475万円
要介護や障害等によりごみ出しが困難な世帯を
対象に玄関先でごみを収集。

◆子どもの予防的支援構築事業� 1,707万円
新たに5歳児を対象とした子育て相談を実施。

◆防災体制強化事業� 1,220万円
防災備蓄倉庫の整備、飲料水や食料等の備蓄、
避難所の開設・運営マニュアルの作成。

◆府中の森づくり事業� 1,311万円
間伐等の森林整備、森林ボランティアへの助成、
水分峡森林公園の再整備などを実施。

◆下岡田官衙遺跡保存・整備事業
� 3億184万円
遺跡保護のため、国の史跡指定地を購入。

◆チェリーゴード空城パーク再整備事業
� 6,516万円
アスレチックを撤去し、代替の遊具等を新設。

◆公共施設維持保全事業
�（中学校改修）� 1億7,578万円
府中緑ヶ丘中学校校舎の屋根・外壁を改修。

◆都市計画調査事業� 2,349万円
サッカー施設としての利用促進を図るため、
WACTORYパーク揚倉山の調査を実施。

◆新たな業務スタイル推進事業
（行政手続きのデジタル化）�� 1,468万円
来庁しなくてもよい窓口を推進するため、オン
ライン申請の仕組みなどを構築。

◆向洋駅周辺土地区画整理事業
� 3億8,231万円

◆JR高架化事業地元負担金
� 2億4,185万円

令和 6年度の主な事業令和 6年度の主な事業

予算審査における議会からの主な意見・要望
ごみ出しは町民の身近な問題である。ふれ
あい収集事業など、引き続き、各地域の状
況や町民ニーズを踏まえた対応としてほし
い。

道路の維持補修や新設改良については、誰
もが安心して利用できるよう、引き続き、
確実な整備を実施してほしい。特に、交通
量の多い交差点については、広島県や警察
とも連携しつつ、適切な安全対策を講じて
ほしい。

WACTORYパーク揚倉山やチェリーゴー
ド空城パークの再整備にあたっては、ニー
ズ調査や利用団体への聞き取りを積極的に
行い、利用者の目線に立った公園整備を一
体的に進めてほしい。

防災体制強化事業は、トイレや寒さ対策の充
実など、今年早々に発生した能登半島地震に
おける問題点を踏まえたものとし、また、女
性の意見を取り入れやすくなるような工夫を
してほしい。

行政手続きのデジタル化に関しては、住民が
日常的に利用する業務から優先的に進め、利
用者に分かりやすいものとし、広報にも力を
入れてほしい。

避難行動要支援者に対する個別避難計画の策
定は、災害対応に当たる関係部署、機関が連
携を密にして着実に進めてほしい。

過去２番目の予算��規模に過去２番目の予算��規模に
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町長提出議案

令和５年度府中町一般会計補正予算（第９号）

令和５年度府中町下水道事業会計補正予算
（第２号）

令和６年度府中町一般会計予算

令和６年度府中町土地取得特別会計予算

令和６年度府中町国民健康保険特別会計予算

令和６年度府中町介護保険特別会計予算

令和６年度府中町後期高齢者医療特別会計予算

令和６年度府中町下水道事業会計予算

府中町個人番号の利用及び特定個人情報の提供
に関する条例の一部改正について

府中町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に
関する条例及び府中町職員の育児休業等に関す
る条例の一部改正について

府中町職員の特殊勤務手当に関する条例の一部
改正について

府中町特別職の職員の退職手当に関する条例及
び府中町職員の退職手当に関する条例の廃止等
について

府中町特定教育・保育施設及び特定地域型保育
事業の運営に関する基準を定める条例の一部改
正について

府中町営住宅設置及び管理条例の一部改正につ
いて

府中町営住宅入居者選考委員会設置条例の制定
について

町長提出議案

府中町男女共同参画推進委員会設置条例の制定
について

府中町予防接種健康被害調査委員会設置条例の
制定について

府中町国民健康保険税条例の一部改正について

府中町介護保険条例の一部改正について

介護保険法に基づく指定地域密着型サービスの
事業の人員、設備及び運営に関する基準を定め
る条例等の一部改正について

府中町火入れに関する条例及び府中町印鑑条例
の一部改正について

府中町消防手数料条例の一部改正について

財産の取得について

指定管理者の指定について
府中南交流センター（児童センター）
府中北交流センター（児童センター）

人権擁護委員の候補者の推薦について

固定資産評価審査委員会委員選任の同意について

教育長任命の同意について

議員提出議案

核兵器禁止条約の実効性を高めるための主導的
役割を果たすことを求める意見書

府中町議会議員の請負の状況の公表に関する条
例の制定について

♦全会一致で可決した議案

♦賛否の分かれた議案

議案 職員に対する不当要求及びハラスメントを許さない決議
（概要）政治倫理審査会からの勧告に基づき、職員への不当要求やハラスメントを許さない決議を行うもの

議員 宮
本

西
山

狩
野

坂
田

田
中

山
口

二
見

梶
川 西 寺

尾
力
山

三
宅

齋
藤

益
田

橋
井

児
玉

木
田 結果

賛否 × 〇 〇 × 除 〇 〇 議長 〇 × 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 可決

※〇：賛成、×：反対、欠：欠席、除：除
じょせき

斥、議長は裁決に加わりません。

３月定例会 採決結果
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議案 府中町議会議員による職員に対するハラスメントに関する条例の制定について
（概要）政治倫理審査会からの勧告に基づき、職員へのハラスメントを防止する条例の制定を行うもの

議員 宮
本

西
山

狩
野

坂
田

田
中

山
口

二
見

梶
川 西 寺

尾
力
山

三
宅

齋
藤

益
田

橋
井

児
玉

木
田 結果

賛否 × 〇 〇 × 除 〇 〇 議長 ○ × 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 可決

議案 陳謝文の朗読を求める決議
（概要）政治倫理審査会からの勧告に基づき、田中議員へ陳謝文の朗読を求めるもの

議員 宮
本

西
山

狩
野

坂
田

田
中

山
口

二
見

梶
川 西 寺

尾
力
山

三
宅

齋
藤

益
田

橋
井

児
玉

木
田 結果

賛否 × 〇 〇 × 除 〇 〇 議長 ○ × 〇 × 欠 〇 〇 〇 〇 可決

※なお、決議の可決を受けて、議長は田中議員へ議場での陳謝文朗読を求めましたが、田中議員は拒否しました。
除斥 … 議員は、自身の一身上に関する事件が審議される場合は、議事に参加できません。

〇
賛
成
討
論

二見議員
　この条例は、我々一人ひとりがハラスメントを絶対
にしない、という立場を示すものである。ハラスメン
トや不当要求は、政治倫理条例の基準に反する行為で
あり、それに対する手続きも規定されている。よって、
この条例は政治倫理条例と一体的に機能するものであ
る。

×
反
対
討
論

寺尾議員
　この条例案にはハラスメントの定義や、ハラスメン
トがあった場合の対応などが記載されていないため、
ハラスメントに関する十分な対策にならないと考え
る。再発を防止するためには、もう少し時間をかけて、
実効性のある内容となるよう、再考する必要があると
考える。

２
月
臨
時
会

― 

補
正
予
算
な
ど 

―

●
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
８
号
）

【
主
な
事
業
】

　
住
民
税
非
課
税
世
帯
等
支
援
給
付
金

 

１
億
５
７
１
０
万
円

・�

物
価
高
騰
に
対
す
る
、
低
所
得
世

帯
へ
の
支
援
と
し
て
、
新
た
に
住

民
税
均
等
割
の
み
課
税
世
帯
へ
、

１
世
帯
当
た
り
10
万
円
を
給
付
。

�

※
３
月
に
対
象
者
へ
確
認
書
を
送
付
。

・�

18
歳
以
下
の
児
童
が
い
る
低
所
得

世
帯
に
対
し
て
、
児
童
一
人
当
た

り
５
万
円
を
給
付
。

※�

12
月
に
７
万
円
を
給
付
し
た
世

帯
に
は
２
月
末
ま
で
に
給
付
済
。

●
府
中
町
手
数
料
条
例
の
改
正

　

府
中
町
以
外
に
本
籍
が
あ
る
人
の

戸
籍
謄
本
等
を
交
付
す
る
際
の
手
数

料
や
、
戸
籍
電
子
証
明
書
等
に
関
す

る
手
数
料
な
ど
を
新
設
。

　

令
和
６
年
第
１
回
臨
時
会
を

２
月
20
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

提
出
議
案
２
件
を
審
議
し
、
原

案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

●
府
中
南
公
民
館
の
改
築
計
画
を
再
延
伸

　

令
和
５
年
度
の
検
討
（
町
民
ア
ン
ケ
ー

ト
、
専
門
家
に
よ
る
調
査
等
）
で
は
、
建

設
場
所
が
確
定
し
な
か
っ
た
た
め
、
検
討

を
継
続
。

【
主
な
意
見
】

・�

計
画
の
延
伸
理
由
を
含
め
、
住
民
へ
の

周
知
を
十
分
に
行
っ
て
ほ
し
い
。

●
府
中
町
議
会
運
営
に
関
す
る
要
綱
の
改
正

　

政
治
倫
理
審
査
会
か
ら
の
勧
告
に
基
づ

き
、
議
長
ま
た
は
事
務
局
長
が
必
要
と
認

め
る
と
き
は
、
議
員
に
議
会
事
務
局
か
ら

の
退
出
を
要
求
で
き
る
規
定
の
追
加
。

【
協
議
結
果
】

　

「
秩
序
保
持
の
た
め
必
要
な
場
合
」
に

限
り
、
退
出
要
求
が
で
き
る
規
定
を
追
加
。

●
そ
の
他
の
議
題

・
府
中
町
国
民
健
康
保
険
税
の
改
正

・�

府
中
町
議
員
の
請
負
の
状
況
の
公
表
に

関
す
る
条
例
の
制
定

　

府
中
南
公
民
館
建
て
替
え
の
再
検

討
状
況
な
ど
の
説
明
を
受
け
た
後
、

議
会
運
営
に
関
す
る
ル
ー
ル
に
つ
い

て
協
議
・
調
整
を
行
い
ま
し
た
。

全
員
協
議
会
報
告

２
月
20
日
開
催
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審
査
の
請
求
内
容

◆
審
査
対
象
議
員

�

田
中　

伸
武　

議
員

◆
違
反
す
る
疑
い
が
あ
る
規
程

・
政
治
倫
理
条
例
第
３
条
第
１
号

　

町
民
全
体
の
代
表
者
と
し
て
そ

の
品
位
と
名
誉
を
損
な
う
よ
う
な

一
切
の
行
為
を
慎
む
と
と
も
に
、

そ
の
職
務
に
関
し
町
民
の
疑
念
を

招
く
お
そ
れ
の
あ
る
行
為
を
し
な

い
こ
と
。

・
政
治
倫
理
条
例
第
３
条
第
４
号

　

職
員
の
公
正
な
職
務
執
行
を
妨

げ
、
そ
の
権
限
又
は
地
位
に
よ
る

影
響
力
を
不
正
に
行
使
す
る
よ
う

働
き
か
け
を
し
な
い
こ
と
。

審
査
の
経
過

◆
第
１
回
審
査
会

１
月
９
日
（
火
）

・
正
副
委
員
長
の
互
選

・�

審
査
会
に
関
す
る
確
認
（
審
査

等
に
お
け
る
注
意
事
項
な
ど
）

・�

政
治
倫
理
基
準
違
反
の
確
認

（
条
例
に
規
定
さ
れ
る
違
反
事

項
の
確
認
）

◆
審
査
請
求
の
対
象
と
な
る
内
容

　

令
和
２
年
の
府
中
町
議
会
議
員

選
挙
当
選
以
降
、
自
ら
の
主
張
に

不
都
合
な
法
や
会
議
規
則
、
規
定

等
を
遵
守
し
な
い
よ
う
議
会
事
務

局
員
に
要
求
し
、
そ
れ
が
受
け
入

れ
ら
れ
な
い
と
強
要
又
は
パ
ワ
ー

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
行
っ
た
疑
い
。

審
査
結
果
と
措
置
勧
告

◆
審
査
結
果

　

政
治
倫
理
条
例
第
３
条
第
１
号

及
び
同
条
第
４
号
に
違
反
す
る
事

実
が
あ
る
と
認
め
る
。

◆
審
査
会
が
必
要
と
認
め
る
措
置

・�
公
開
の
議
場
で
の
、
対
象
議
員

の
陳
謝
文
の
読
み
上
げ

・�

府
中
町
議
会
運
営
等
要
綱
の
改

正
（
議
長
、
事
務
局
長
が
必
要

と
認
め
る
場
合
、
議
員
に
事
務

局
か
ら
の
退
出
を
要
求
す
る
こ

と
が
で
き
る
規
程
の
追
加
）

・
審
査
請
求
内
容
の
確
認

・
出
席
要
求
議
員
の
決
定

◆
第
２
回
審
査
会

１
月
23
日
（
火
）

・
審
査
対
象
議
員
の
説
明

・�

審
査
対
象
議
員
の
説
明
に
対
す

る
事
情
の
聴
取

◆
第
３
回
審
査
会

２
月
６
日
（
火
）

・
事
務
局
員
へ
の
意
見
の
聴
取

・
同
僚
議
員
へ
の
意
見
の
聴
取

◆
第
４
回
審
査
会

２
月
14
日
（
水
）

・�

議
長
に
対
す
る
審
査
報
告
結
果

の
調
整
（
政
治
倫
理
条
例
違
反

の
判
定
、
審
査
会
が
必
要
と
認

め
る
措
置
等
の
協
議
）

・�

議
員
の
不
当
要
求
行
為
及
び
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
行
為
を
根
絶
す
る

決
議
を
す
る
こ
と

・�

職
員
に
対
す
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

を
防
止
す
る
条
例
の
制
定

議員の政治倫理に関する規定を定めるもの。議員としての守るべき行動基準や倫理的な責任を明確にし、町民に信頼さ
れる民主的な町政の発展に寄与することを目的としている。（各議会で独自に定め、府中町議会では平成28年に制定）

審
査
結
果
報
告
の
全
文
や

政
治
倫
理
審
査
会
の
詳
細

に
つ
い
て
は
こ
ち
ら
▼

�

（
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）

◆
全
員
協
議
会（
関
連
記
事
５
Ｐ
）

２
月
20
日
（
火
）

　

府
中
町
議
会
運
営
等
要
綱
の

改
正
に
つ
い
て
審
議
し
、
秩
序

保
持
の
た
め
必
要
な
場
合
に
限

り
事
務
局
か
ら
の
退
出
要
求
が

で
き
る
よ
う
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

◆
令
和
６
年
第
２
回
定
例
会

　
（
関
連
記
事
４
Ｐ
～
５
Ｐ
）

３
月
18
日
（
月
）

　

議
員
の
不
当
要
求
行
為
及
び

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
行
為
を
根
絶
す

る
決
議
、
職
員
に
対
す
る
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
を
防
止
す
る
条
例
、

陳
謝
文
の
朗
読
を
求
め
る
決
議

に
つ
い
て
審
議
し
、
い
ず
れ
も

原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

措
置
勧
告
に
対
す
る

�

議
会
の
対
応

政治倫理
条例とは

　

令
和
５
年
12
月
25
日
付
で
提
出
さ
れ
た
、
府
中
町
議
会
議
員
政
治
倫

理
条
例
に
基
づ
く
審
査
請
求
に
つ
い
て
、
令
和
６
年
１
月
９
日
か
ら
２

月
14
日
に
か
け
て
、
４
回
の
政
治
倫
理
審
査
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
審
査
対
象
議
員
の
政
治
倫
理
基
準
違
反
を
認
め
、
府

中
町
議
会
議
長
へ
審
査
会
が
必
要
と
認
め
る
措
置
を
勧
告
し
ま
し
た
。

田
中
議
員
の
政
治
倫
理
基
準
違
反
を
認
定

�

～
政
治
倫
理
審
査
会
報
告
～



町政のここが聞きたい町政のここが聞きたい
町行政全般に対し、11人の議員が12件の一般質問を提出し、
町執行部の所信をただしました。
※一般質問とは？：定例会の本会議で、議員が町長などに対し、事務の執行状況や
　将来に対する方針などについて質問し、報告や説明を求めることをいいます。
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一般質問

– – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – 

問
デ
ジ
タ
ル
庁
は
、
行
政

手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化

の
推
進
に
加
え
、
自
治
体

窓
口
Ｄ
Ｘ
「
書
か
な
い
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口
」
を
推

進
し
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
窓
口
の
導
入

は
、
申
請
時
間
の
短
縮
と

な
り
、
新
学
期
な
ど
混
雑

す
る
時
期
で
も
、
ス
ム
ー

ズ
な
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
つ

な
が
る
と
考
え
ま
す
。

　
転
入
等
の
窓
口
で
あ
る

住
民
課
の
証
明
書
発
行
業

務
の
現
状
と
、
死
亡
手
続

き
に
要
す
る
時
間
な
ど
を

伺
い
ま
す
。

– – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – 
答
証
明
書
の
交
付
が
年
間

３
万
２
３
０
１
件
、
住
所

異
動
の
届
出
が
６
３
５
８

件
、
戸
籍
の
届
出
が
２
３

４
８
件
で
す
。
ま
た
、
死

亡
に
関
す
る
手
続
き
は
、

30
分
か
ら
２
時
間
程
度
と

な
っ
て
い
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
人
材
の
確
保
が
課
題

答
「
書
か
な
い
窓
口
」
の
導
入
を

問

　
加
速
し
て
い
く
人
口
減

少
社
会
に
対
応
す
る
た
め
、

今
後
は
「
書
か
な
い
窓

口
」
な
ど
の
さ
ら
な
る
デ

ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
が
求

め
ら
れ
ま
す
が
、
専
門
知

識
を
有
す
る
デ
ジ
タ
ル
人

材
の
確
保
が
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

– – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – 

問
書
か
な
い
窓
口
な
ど
、

デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
る
上

の
で
の
課
題
、
見
通
し
は
。

– – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – 

答
現
在
は
、
公
共
施
設
予

約
や
口
座
振
替
の
オ
ン
ラ

イ
ン
申
請
、
マ
イ
ナ
ポ
ー

タ
ル
を
活
用
し
た
「
ぴ
っ

た
り
サ
ー
ビ
ス
」
な
ど
、

「
来
庁
し
な
く
て
よ
い
窓

口
」
の
推
進
に
重
点
を
置

い
た
デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め

て
い
ま
す
。

二見  伸吾  議員
府中町第２次環境基本計画（改定版）
について

P10

児玉  利典  議員
肺炎球菌ワクチン接種状況と
今後の取り組みについて

田中  伸武  議員
こども誰でも通園制度（仮称）
について

P11

木田  圭司  議員
町内建築物の耐震改修促進に向けた
取り組みは

寺尾  光司  議員
渋滞解消、生活利便性を高める
道路整備を

P12

P７ 益田  芳子  議員
　「書かない窓口」の導入を

P８ 狩野  雄二  議員
公用車へのドライブレコーダーの
設置について

西   友幸  議員
１人１台端末の活用による教育の
充実について

P９ 宮本   彰  議員
　大規模災害に向けての支援と計画

坂田  栄一  議員
　ドローンの活用について

P10 三宅  健治  議員
　選挙公営制度について

益
ます

田
だ

　芳
よし

子
こ

 議員

そ
の
他
の
質
問

安
心
し
て
受
け
ら
れ
る

「
学
校
健
診
」環
境

の
整
備
推
進
を 



電子黒板とタブレットを使用した授業

公用車はドライブレコーダー未設置
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– – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – 

問
公
用
車
の
事
故
報
告
が
、

議
会
で
た
び
た
び
行
わ
れ

ま
す
。
安
全
、
安
心
に
暮

ら
せ
る
ま
ち
を
目
指
す
上

で
、
職
員
が
率
先
し
て
事

故
を
起
こ
さ
な
い
取
り
組

み
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

　
近
年
に
発
生
し
た
公
用

車
の
交
通
事
故
件
数
と
内

容
、
安
全
運
転
管
理
者
な

ど
の
配
置
状
況
は
。

– – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – 

– – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – 

問
町
内
の
小
中
学
校
の
児

童
生
徒
に
対
し
て
、
１
人

１
台
の
学
習
用
端
末
が
導

入
さ
れ
て
か
ら
今
年
で
３

年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
当

初
の
利
活
用
計
画
に
よ
れ

ば
、
今
年
度
ま
で
の
３
年

間
で
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

を
生
か
し
た
授
業
改
善
を

図
っ
て
い
く
と
の
こ
と
で

し
た
が
、
現
在
の
状
況
は
。

– – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – 

活
用
効
果
等
を
調
査
研
究
す
る

深
い
学
び
の
視
点
で
授
業
改
善

答

答

ド
ラ
レ
コ
の
設
置
を
公
用
車
に

タ
ブ
レ
ッ
ト
の
活
用
は

問

問

上
に
努
め
ま
す
。

　
安
全
運
転
管
理
者
は
、

道
路
交
通
法
に
基
づ
き
、

３
名
を
配
置
し
て
い
ま
す
。

– – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – 

問
他
自
治
体
で
は
、
ド
ラ

イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
を
事
故

対
応
だ
け
で
な
く
、
防
犯

カ
メ
ラ
な
ど
と
し
て
も
活

用
す
る
事
例
が
あ
る
よ
う

で
す
。
町
の
公
用
車
へ
の

設
置
状
況
と
設
置
に
対
す

る
考
え
は
。

– – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – 

答
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー

を
設
置
し
て
い
る
公
用
車

は
、
消
防
車
両
10
台
と
、

つ
ば
き
バ
ス
３
台
で
す
。

　
職
員
が
使
用
す
る
普
通

乗
用
車
へ
の
設
置
予
定
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
近
隣
自

治
体
で
も
複
数
の
導
入
例

が
あ
り
、
事
故
対
応
以
外

の
活
用
、
効
果
を
含
め
、

調
査
研
究
を
進
め
ま
す
。

　
３
年
目
と
な
る
今
年
度

は
、
各
教
科
の
ね
ら
い
に

合
わ
せ
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
機
能

を
生
か
し
た
学
習
指
導
が

で
き
る
よ
う
、
授
業
改
善

に
関
す
る
研
修
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
ク
ラ
ス
全
体
で
授
業
を

進
め
る
場
面
で
は
、
電
子

黒
板
で
画
像
や
動
画
を
利

用
し
た
指
導
が
日
常
的
と

な
り
、
一
人
ひ
と
り
が
考

え
を
深
め
る
学
習
の
場
面

で
は
、
双
方
向
に
情
報
を

共
有
で
き
る
ア
プ
リ
を
活

用
し
た
指
導
も
広
が
っ
て

い
ま
す
。
友
だ
ち
と
協
力

し
て
発
表
ス
ラ
イ
ド
を
作

成
し
話
し
合
い
に
活
用
し

た
り
す
る
な
ど
、
児
童
生

徒
の
主
体
的
・
対
話
的
で

深
い
学
び
の
視
点
で
の
授

業
改
善
が
進
ん
で
い
ま
す
。

答
令
和
元
年
度
か
ら
の
約

５
年
で
15
件
（
追
突
な
ど

の
被
害
を
受
け
た
事
故
３

件
を
含
む
）
の
交
通
事
故

が
あ
り
ま
し
た
。
い
ず
れ

も
物
損
事
故
や
軽
微
な
接

触
な
ど
で
、
大
き
な
事
故

に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
職
員
を
対
象
と
し
た

安
全
運
転
研
修
の
実
施
な

ど
に
よ
り
、
交
通
ル
ー
ル

の
順
守
や
運
転
技
術
の
向

答
１
年
目
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
よ
る
調
べ
学
習

や
ド
リ
ル
ア
プ
リ
の
活
用
、

指
導
者
用
デ
ジ
タ
ル
教
科

書
の
利
用
な
ど
、
教
職
員

全
員
が
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
利
用
し

た
指
導
を
実
践
し
ま
し
た
。

　

２
年
目
は
、
各
学
校
に

お
い
て
学
習
場
面
に
応
じ

た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
授

業
研
究
を
行
う
等
、
各
校

の
実
態
に
応
じ
た
授
業
改

善
が
進
み
ま
し
た
。

西
にし

　友
ともゆき

幸 議員

♦ 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
…
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ

ョ
ン
＆
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
略
。
近

年
で
は
「
Ｉ
Ｔ
」
に
代
わ
り

使
用
さ
れ
る
。

狩
か の

野　雄
ゆう

二
じ

 議員
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一般質問

– – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – 

問
災
害
対
策
基
本
法
が
改

正
さ
れ
、
避
難
勧
告
・
避

難
指
示
が
同
じ
警
戒
レ
ベ

ル
の
避
難
情
報
と
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
障
害
者
や

高
齢
者
等
は
よ
り
早
い
段

階
で
の
避
難
が
求
め
ら
れ

ま
す
が
、
避
難
の
重
要
性

を
ど
の
よ
う
に
周
知
さ
れ

て
い
る
か
伺
い
ま
す
。

– – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – 

答
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
町
内

会
の
回
覧
な
ど
で
周
知
す

る
ほ
か
、
出
水
期
前
に
、

毎
年
、
広
報
ふ
ち
ゅ
う
で

お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
に
出
向
い

て
防
災
出
前
講
座
を
行
い
、

避
難
の
タ
イ
ミ
ン
グ
な
ど

を
周
知
し
て
い
ま
す
。

– – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – 

問
避
難
行
動
要
支
援
者
に

対
す
る
具
体
的
な
施
策
は
。

– – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – 

答
避
難
の
呼
び
か
け
体
制

構
築
支
援
事
業
や
防
災
タ

イ
ム
ラ
イ
ン
作
成
な
ど
を

通
じ
て
、
避
難
な
ど
の
手

助
け
が
地
域
で
素
早
く
安

全
に
行
え
る
体
制
づ
く
り

を
進
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
要
支
援
者
へ
の

個
別
避
難
計
画
の
作
成
を

進
め
て
お
り
、
今
後
は
計

画
に
基
づ
く
訓
練
を
関
係

者
と
実
施
す
る
な
ど
、
実

効
性
の
あ
る
支
援
体
制
を

構
築
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

啓
発
活
動
を
継
続
的
に
行
う

答
大
規
模
災
害
で
の
支
援
は

問

– – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – –

問
避
難
所
の
収
容
能
力
を

超
え
る
避
難
者
が
発
生
し

た
場
合
の
対
策
は
。

– – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – –

答
最
大
避
難
者
が
想
定
さ

れ
る
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地

震
で
３
５
９
５
人
が
避
難

す
る
想
定
で
す
が
、
そ
の

場
合
で
も
町
が
開
設
す
る

避
難
所
で
収
容
可
能
で
す
。

答
災
害
協
定
な
ど
に
よ
り
活
用

ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
災
害
対
応
は

問

を
構
築
し
て
い
ま
す
。
ま

た
購
入
費
や
操
縦
者
育
成

な
ど
の
面
か
ら
、
現
状
、

町
で
の
保
有
は
容
易
で
な

い
と
判
断
し
て
い
ま
す
が
、

ド
ロ
ー
ン
は
、
情
報
伝

達
・
物
資
運
搬
な
ど
、
幅

広
い
機
能
も
期
待
さ
れ
て

お
り
、
今
後
、
有
効
な
活

用
方
法
と
あ
わ
せ
て
検
討

し
た
い
と
考
え
ま
す
。

– – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – 

問
１
月
１
日
に
発
生
し
た

能
登
半
島
地
震
で
は
、
発

生
か
ら
５
日
を
経
過
し
て

も
、
被
害
の
全
容
が
見
え

ず
、
孤
立
地
域
か
ら
の
Ｓ

Ｏ
Ｓ
も
届
か
な
い
と
い
っ

た
状
況
が
報
道
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
当
町
が
こ
の
よ

う
な
災
害
に
直
面
し
た
際
、

孤
立
地
域
が
ど
れ
く
ら
い

に
な
る
の
か
伺
い
ま
す
。

– – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – –

答
当
町
は
コ
ン
パ
ク
ト
な

町
で
、
離
れ
た
集
落
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
災
害
が
激げ

き

甚じ
ん
化
・
広
域
化
す
る
状
況

で
は
、
ど
の
地
域
も
一
時

的
に
孤
立
に
近
い
状
態
に

な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

– – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – –
問
役
場
庁
舎
が
浸
水
被
害

に
あ
っ
た
場
合
、
災
害
本

部
の
設
置
場
所
は
。

– – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – –

答
庁
舎
が
利
用
で
き
な
い

場
合
は
、
業
務
継
続
計
画

に
基
づ
き
、
福
寿
館
、
南

交
流
セ
ン
タ
ー
へ
の
設
置

を
検
討
し
ま
す
。

– – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – –

問
ド
ロ
ー
ン
の
保
有
状
況

や
保
有
す
る
計
画
は
。

– – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – –

答
現
在
、
町
と
し
て
所
有

は
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
発

災
時
に
は
広
島
県
と
の
協

定
に
よ
り
、
ド
ロ
ー
ン
の

活
用
を
要
請
で
き
る
体
制

高性能なドローンは操作技術が必要

高齢者等は「警戒レベル３」で避難を

宮
みやもと

本　 彰
あきら

 議員

坂
さか

田
た

　栄
えいいち

一 議員
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条
例
に
従
い
適
切
に
対
応

答
「
選
挙
公
営
制
度
」で
の
選
挙
は

問
– – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – 

問
令
和
２
年
度
の
公
職
選

挙
法
の
改
正
を
受
け
た

「
選
挙
公
営
制
度
」
に
関

す
る
条
例
の
制
定
後
、
初

め
て
の
町
長
選
挙
、
町
議

会
議
員
選
挙
が
行
わ
れ
ま

す
。
立
候
補
の
機
会
均
等

や
候
補
者
間
の
選
挙
運
動

の
機
会
均
等
を
図
る
手
段

と
な
る
選
挙
公
営
の
対
象

と
限
度
額
、
自
治
体
の
裁

額
、
ポ
ス
タ
ー
作
成
が
１

枚
当
た
り
１
９
６
６
円
に

掲
示
板
の
数
74
を
乗
じ
た

額
と
し
て
い
ま
す
。

　
限
度
額
は
、
政
令
の
限

度
額
を
上
限
に
条
例
で
定

め
て
い
ま
す
が
、
当
町
で

は
、
自
動
車
の
使
用
に
つ

い
て
、
ハ
イ
ヤ
ー
契
約
を

行
う
場
合
で
も
、
レ
ン
タ

カ
ー
契
約
で
も
同
じ
３
万

６
３
０
０
円
で
す
。
ま
た
、

ポ
ス
タ
ー
作
成
に
つ
い
て
、

定
額
部
分
の
上
限
を
政
令

の
３
分
の
１
と
し
て
い
ま

す
。

– – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – 

問
過
去
の
選
挙
に
お
け
る

ポ
ス
タ
ー
作
成
費
用
の
平

均
額
は
。

– – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – 

答
前
回
の
町
議
会
議
員
選

挙
で
各
候
補
者
が
提
出
し

た
選
挙
運
動
費
用
収
支
報

告
書
に
よ
る
と
、
平
均
約

11
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

量
で
決
め
ら
れ
る
単
価
は
。

– – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – 
答
条
例
で
定
め
る
公
費
負

担
の
対
象
は
「
自
動
車
の

使
用
」「
ビ
ラ
作
成
」「
ポ

ス
タ
ー
作
成
」
の
費
用
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

限
度
額
は
、
自
動
車
の
使

用
が
１
日
当
た
り
３
万
６

３
０
０
円
、
ビ
ラ
作
成
が

１
枚
当
た
り
７
円
73
銭
に

法
定
作
成
枚
数
を
乗
じ
た

事
業
費
な
ど
を
勘
案
し
検
討

答
森
林
再
生
と
水
辺
環
境
保
全
は

問

速
化
や
、
法
改
正
な
ど
を

踏
ま
え
て
推
進
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

今
後
は
、
公
共
施
設
に
お

け
る
木
材
利
用
の
促
進
や
、

県
産
材
の
利
用
拡
大
な
ど
、

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣

言
を
行
っ
た
町
と
し
て
、

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

– – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – 

問
「
水
辺
環
境
の
保
全
」

と
し
て
、
雨
水
浸
透
施
設

や
雨
水
貯
留
施
設
の
設
置

を
助
成
す
る
考
え
は
。

– – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – 

答
雨
水
浸
透
施
設
は
、
浸

透
し
た
雨
水
に
よ
る
周
辺

へ
の
影
響
な
ど
か
ら
、
現

在
は
設
置
を
推
奨
し
て
い

ま
せ
ん
が
、
雨
水
貯
留
施

設
も
含
め
、
他
自
治
体
の

事
例
を
参
考
に
、
効
果
や

事
業
費
を
考
慮
し
つ
つ
、

今
後
、
制
度
の
研
究
を
し

て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

– – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – 

問
地
球
環
境
を
め
ぐ
る
社

会
情
勢
の
変
化
な
ど
を
背

景
に
、
町
は
、
今
年
度

「
府
中
町
第
２
次
環
境
基

本
計
画
」
を
改
定
し
ま
し

た
。
計
画
に
掲
げ
る
「
森

林
の
再
生
」
に
つ
い
て
、

天
然
林
を
含
む
町
域
の
森

林
整
備
や
、
国
産
材
・
県

産
材
利
用
の
方
針
は
。

– – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – 

答
現
在
は
、
町
有
林
の

「
土
砂
災
害
防
止
機
能
の

向
上
」
を
、
最
も
優
先
す

べ
き
森
林
整
備
に
位
置
づ

け
、
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

今
後
は
、
町
域
の
森
林
全

体
の
整
備
方
針
の
立
案
な

ど
に
つ
い
て
も
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

　
木
材
利
用
に
つ
い
て
は
、

国
内
外
の
脱
炭
素
社
会
の

実
現
に
向
け
た
動
き
の
加

三
み

宅
やけ

　健
けん

治
じ

 議員

選挙公営制度で立候補の機会均等を図る

雨水貯留施設の設置例（埼玉県戸田市）

二
ふた

見
み

　伸
しん

吾
ご

 議員
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一般質問

– – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – 

問
家
庭
の
子
育
て
を
支
援

す
る
制
度
と
し
て
、「
こ

ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
」

が
令
和
８
年
度
か
ら
始
ま

り
ま
す
。
町
の
保
育
ニ
ー

ズ
、
待
機
児
童
の
現
状
は
。

– – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – 

答
こ
れ
ま
で
、
保
育
所

の
入
所
率
は
、
年
度
当
初

か
ら
全
園
１
０
０
％
を
超

え
て
お
り
、
潜
在
的
な
待

機
児
童
も
１
０
０
名
を
超

え
て
い
ま
し
た
。

　
令
和
６
年
４
月
１
日
か

ら
新
し
い
保
育
園
が
開
園

し
、
令
和
６
年
度
当
初
は

定
員
に
ゆ
と
り
の
あ
る
保

育
園
も
一
部
あ
り
ま
す
。

　
毎
年
、
待
機
児
童
の
多

い
３
歳
未
満
児
に
つ
い
て
、

例
年
よ
り
多
く
の
方
に
入

所
案
内
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
「
プ
ラ
チ
ナ
保

育
」
や
、
新
設
保
育
園
で

も
実
施
さ
れ
る
「
一
時
預

保
育
施
設
等
と
調
整
し
準
備

答
「
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
」は

問

保
に
向
け
て
、
町
内
保
育

園
、
幼
稚
園
、
認
定
こ
ど

も
園
等
と
の
調
整
や
、
施

設
整
備
の
検
討
を
進
め
ま

す
。
ま
た
、
保
育
従
事

者
の
確
保
も
課
題
で
あ

り
、
復
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー

や
、
新
卒
保
育
士
就
職
支

援
貸
付
事
業
な
ど
を
実
施

し
、
保
育
士
確
保
の
支
援

を
行
っ
て
い
ま
す
。

答
個
別
通
知
の
時
期
を
変
更

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接
種
は

問

め
、
令
和
６
年
度
か
ら
は
、

65
歳
の
誕
生
月
の
翌
月
に

個
別
に
送
付
す
る
よ
う
に

変
更
し
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
、
広
報
ふ
ち

ゅ
う
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

で
の
周
知
も
継
続
し
て
実

施
す
る
な
ど
、
一
人
で
も

多
く
の
接
種
に
つ
な
が
る

よ
う
、
丁
寧
な
周
知
を
図

り
ま
す
。

– – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – 

問
厚
労
省
の
資
料
で
は
、

肺
炎
は
、
日
本
人
の
死
亡

原
因
の
ト
ッ
プ
５
に
あ
げ

ら
れ
て
い
ま
す
。
特
に
、

高
齢
者
の
肺
炎
は
リ
ス
ク

が
高
く
、
肺
炎
球
菌
ワ
ク

チ
ン
の
接
種
は
重
要
と
考

え
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
令
和
元
年
度

か
ら
令
和
５
年
度
の
接
種

率
の
状
況
と
、
接
種
率
向

上
の
取
り
組
み
を
伺
い
ま

す
。

– – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – 

答
令
和
２
年
度
か
ら
、
65

歳
の
対
象
者
へ
個
別
勧
奨

通
知
を
送
付
し
た
こ
と
か

ら
、
令
和
元
年
度
の
接
種

率
10
・
１
％
か
ら
、
令
和

２
年
度
は
15
％
に
上
昇
し

ま
し
た
。

　
そ
の
後
は
、
令
和
３
年

度
10
・
９
％
、
令
和
４
年

度
9.2
％
に
接
種
率
が
下
が

り
ま
し
た
。
令
和
５
年
度

は
、
ま
だ
途
中
で
す
が
、

３
月
１
日
現
在
で
7.4
％
と

な
っ
て
い
ま
す
。

– – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – 

問
接
種
率
向
上
に
向
け
た

今
後
の
取
り
組
み
は
。

– – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – 

答
こ
れ
ま
で
、
65
歳
の
個

別
勧
奨
通
知
は
年
度
当
初

に
一
斉
送
付
し
て
い
ま
し

た
が
、
接
種
可
能
日
が
、

分
か
り
に
く
い
と
い
う
声

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
た

か
り
事
業
」
な
ど
、
保
育

の
選
択
肢
を
増
や
し
な
が

ら
保
育
ニ
ー
ズ
に
対
応
し

て
い
ま
す
。

– – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – 

問
「
こ
ど
も
誰
で
も
通
園

制
度
」
の
実
施
に
向
け
た

態
勢
、
準
備
の
見
通
し
は
。

– – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – 

答
令
和
８
年
度
の
本
格
実

施
に
向
け
、
必
要
量
の
推

計
を
行
い
、
提
供
量
の
確

65歳の方を対象に定期接種を実施

育児負担を軽減しつつ子どもの交流機会を確保

児
こ

玉
だま

　利
としのり

典 議員

田
た

中
なか

　伸
のぶたけ

武 議員
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– – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – 

問
東
部
線
（
広
島
高
速
５

号
線
）
の
整
備
状
況
、
完

成
見
込
み
は
。
関
連
街
路

で
府
中
町
に
影
響
の
あ
る

も
の
は
。

– – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – 

答
現
在
は
、
牛
田
地
区
で

ト
ン
ネ
ル
工
事
、
温
品
地

区
で
橋き

ょ
う
り
ょ
う梁

工
事
を
施
工
中

で
、
本
線
の
完
成
見
込
み

は
牛
田
地
区
の
ト
ン
ネ
ル

掘
削
の
見
通
し
が
立
っ
た

段
階
で
整
理
す
る
と
伺
っ

て
い
ま
す
。
町
道
へ
の
接

続
な
ど
、
町
へ
の
影
響
は

あ
り
ま
せ
ん
。

– – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – 

問
温
品
側
か
ら
城
ケ
丘
へ

の
道
路
の
今
後
の
整
備
方

針
は
。

– – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – 

答
平
成
18
年
度
に
広
島
市

東
区
と
事
前
協
議
を
行
い
、

将
来
的
に
は
市
道
と
町
道

が
つ
な
が
る
よ
う
、
調
整

し
て
い
ま
す
。

計
画
的
に
整
備
を
進
め
て
い
る

答
道
路
整
備
の
現
状
は

問

– – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – –

問
南
公
民
館
前
の
鶴
江
鹿

籠
線
と
の
交
差
点
部
は
、

信
号
制
御
が
必
要
と
思
い

ま
す
が
、
町
の
考
え
は
。

– – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – 

答
広
島
県
と
、
警
察
・
公

安
委
員
会
に
お
い
て
、
交

差
点
協
議
を
平
成
30
年
に

行
い
、
現
時
点
で
信
号
機

は
設
置
さ
れ
な
い
こ
と
と

な
っ
て
い
ま
す
。

– – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – 

問
青
崎
池
尻
線
の
工
事
完

了
予
定
、
供
用
開
始
は
。

– – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – 

答
広
島
県
に
確
認
し
た
と

こ
ろ
、
現
在
、
府
中
南
公

民
館
付
近
で
工
事
施
工
中

で
、
供
用
の
開
始
は
令
和

６
年
度
中
の
予
定
と
な
っ

て
い
ま
す
。

– – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – 

問
今
年
の
１
月
に
能
登
半

島
地
震
が
発
生
し
ま
し
た
。

地
震
に
よ
る
被
害
を
最
小

限
に
抑
え
る
た
め
、
建
築

物
の
倒
壊
を
抑
制
す
る
こ

と
は
非
常
に
重
要
で
す
。

　
耐
震
化
率
向
上
に
向
け

た
改
修
支
援
の
取
り
組
み

と
実
績
は
。

– – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – 

 

答
能
登
半
島
地
震
後
に
は
、

１
カ
月
、
７
件
の
相
談
が

あ
り
ま
し
た
。
危
機
管
理

課
と
連
携
し
、「
防
災
ふ

ち
ゅ
う
」
に
、
補
助
事
業

の
チ
ラ
シ
を
折
り
込
み
、

啓
発
活
動
に
も
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

– – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – 

問
建
築
物
の
安
全
性
向
上

に
関
す
る
啓
発
の
現
状
と

今
後
の
取
り
組
み
は
。

– – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – 

答
町
の
補
助
事
業
に
つ
い

て
「
広
報
ふ
ち
ゅ
う
」
や
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
通
じ
た

周
知
、
情
報
提
供
の
さ
ら

な
る
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
当
町
の
住
宅
耐
震
化
率

の
目
標
は
、
令
和
７
年
度

末
ま
で
に
92
％
に
す
る
こ

と
が
目
標
で
す
。

　
目
標
達
成
の
た
め
に
、

安
全
性
を
確
保
す
る
こ
と

の
必
要
性
・
重
要
性
に
つ

い
て
の
更
な
る
啓
発
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

答
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断

補
助
事
業
と
耐
震
改
修
補

助
事
業
を
平
成
29
年
か
ら

実
施
し
て
い
ま
す
。
令
和

５
年
ま
で
の
７
年
間
で
耐

震
診
断
２
件
、
耐
震
改
修

２
件
の
実
績
で
す
。

– – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – 

問
能
登
半
島
地
震
後
、
相

談
の
変
化
と
対
応
は
。

– – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – –

改
修
の
重
要
性
を
周
知
啓
発

答
耐
震
改
修
促
進
の
取
り
組
み
は

問

信号未設置の南公民館前交差点

木
き だ

田　圭
け い じ

司  議員

木造住宅の耐震診断と耐震改修を補助

寺
てら

尾
お

　光
こう

司
じ

 議員
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問問 答答
♦
第
１
回
委
員
会
（
２
月
26
日
開
催
）

◦
交
際
費
支
出
に
つ
い
て

　
町
長
と
議
長
の
交
際
費
に
つ
い
て
、

支
出
基
準
や
支
出
状
況
、
近
隣
自
治

体
の
状
況
な
ど
に
つ
い
て
確
認
。

　
【
主
な
質
問
】

　

政
治
資
金
パ
ー
テ
ィ
ー
へ
の

町
長
交
際
費
支
出
に
つ
い
て
、

検
討
の
経
緯
は
。

　

支
出
基
準
の
制
定
時
に
議
論

し
て
い
る
。
平
成
15
年
の
地
裁

判
決
で
合
法
と
い
う
判
決
が
出

さ
れ
、
高
裁
で
も
支
持
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
受
け
、
適
法
と
判

断
し
た
。

　

基
準
制
定
後
に
行
わ
れ
た
改

正
の
際
に
、
政
治
資
金
パ
ー
テ

ィ
ー
へ
の
交
際
費
支
出
に
つ
い

て
検
討
し
た
か
。

　

制
定
以
降
、
議
論
は
行
っ
て

い
な
い
が
、
昨
今
の
状
況
か
ら

も
、
再
検
討
の
必
要
が
あ
る
と

考
え
る
。

　

今
後
、
方
向
性
を
決
め
て
い

き
た
い
。

委
員
会
レ
ポ
ー
ト
３
つ
の
常
任
委
員
会
（
総
務
文
教
・
厚
生
・
建
設
）

の
活
動
状
況
を
報
告
し
ま
す
。

総
務
文
教
委
員
会

交
際
費
の
支
出
状
況
な
ど
に
つ

い
て
調
査

問答
♦
第
１
回
委
員
会
（
２
月
28
日
開
催
）

◦ 

府
中
小
学
校
教
室
増
設
の
工
事
請

負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
報
告
。

　
【
主
な
質
問
】

　

工
事
中
の
、
生
徒
へ
の
安
全

面
・
環
境
面
で
の
配
慮
は
。

　

小
学
校
と
協
議
し
、
休
校
日

に
工
事
を
行
う
。
ま
た
、
資
材

搬
入
に
つ
い

て
も
、
金
曜

日
の
生
徒
下

校
時
間
以
降

な
ど
、
学
校

か
ら
の
許
可

が
あ
っ
た
日

に
限
り
実
施

す
る
。

◦ 

工
事
請
負
変
更
契
約
の
締
結
４
件

に
つ
い
て
報
告
。

〔
対
象
工
事
〕

　
道
路
改
良
工
事（
青
崎
25
号
線
）

　
橋
り
ょ
う
長
寿
命
化
改
修
工
事

　
町
道
舗
装
修
繕
工
事

　

 

県
道
・
町
道
等
の
維
持
補
修
工
事

建
設
委
員
会

工
事
請
負
契
約
の
締
結
な
ど
に

つ
い
て
報
告

問答
♦
第
１
回
委
員
会
（
１
月
31
日
開
催
）

◦ 

府
中
町
高
齢
者
福
祉
計
画
・
第
９

期
介
護
保
険
事
業
計
画
（
案
）
に

つ
い
て
報
告
。

　
【
主
な
質
問
】

　

今
期
の
計
画
が
計
画
通
り
に

進
ま
な
か
っ
た
要
因
は
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
活
動
量

が
激
減
し
た
た
め
と
考
え
る
。

◦ 

府
中
町
第
４
次
障
害
者
計
画
、
第

７
期
障
害
福
祉
計
画
、
第
３
期
障

害
児
福
祉
計
画
（
案
）
に
つ
い
て

報
告
。

◦ 

重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
の
状

況
に
つ
い
て
報
告
。

♦
第
２
回
委
員
会
（
２
月
27
日
開
催
）

◦ 

林
道
呉ご

さ

そ

う

娑
々
宇
線
災
害
防
止
対
策

工
事
、
歴
史
民
俗
資
料
館
跡
地
堤

防
復
旧
工
事
の
工
事

請
負
契
約
締
結
に
つ

い
て
の
報
告
。

◦ 

永
田
池
廃
止
工
事
の

工
事
請
負
変
更
契
約

締
結
に
つ
い
て
の
報

告
。

厚
生
委
員
会

次
期
高
齢
者
福
祉
計
画
・
介
護

保
険
事
業
計
画
に
つ
い
て
報
告

議員研修会報告 ～広島県町議会議長会が主催する研修会に参加しました～

◆広島県町議会議員研修会（２月22日）
【講師】
広島産業保健総合支援センター 寺村　清美　氏
 松本　直子　氏

【講演内容】
・ 健康経営に関する産業保健総合支援セン

ターの取り組み
・ 現代日本における

健康経営の現状
・ 企業や自治体での

取り組み事例など

◆町議会広報紙クリニック（１月24日）
【講師】
時事通信社解説委員　武部　隆　氏
　

【講演内容】　
・議会広報紙の役割
・ 議会での議論を、分かりやすく正確に伝

えるために必要なこと
・ 各町議会が発行した広報紙の添削と、紙

面作成時の注意点など
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春
は
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切

る
時
期
で
す
。
入
学
・
入
社
な

ど
で
、
大
き
く
環
境
が
変
わ
っ

た
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

　

そ
ん
な
皆
さ
ん
に
エ
ー
ル
を

込
め
、
今
年
１
月
に
野
球
殿
堂

入
り
し
た
、
元
広
島
東
洋
カ
ー

プ
の
黒
田
博
樹
さ
ん
の
エ
ピ
ソ

ー
ド
を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

現
役
時
代
、
投
手
と
し
て
輝

か
し
い
成
績
を
残
し
た
黒
田
さ

ん
で
す
が
、
著
書
『
決
め
て
断

つ
』
で
、
か
け
が
え
の
な
い
財

産
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
の

は
、
補
欠
選
手
だ
っ
た
高
校
時

代
の
こ
と
。
ベ
ン
チ
を
温
め
続

け
る
選
手
生
活
で
あ
っ
て
も
、

自
分
を
鍛
え
続
け
た
そ
う
で
す
。

　

新
生
活
が
始
ま
っ
て
１
か
月
。

思
う
に
任
せ
な
い
こ
と
も
あ
る

か
と
思
い
ま
す
が
、
今
で
き
る

努
力
を
重
ね
る
こ
と
が
き
っ
と

将
来
の
皆
さ
ん
の
助
け
と
な
る

と
思
い
ま
す
。
議
員
一
同
、
皆

さ
ん
の
新
生
活
を
応
援
し
て
い

ま
す
。

�

（
橋
井　

肇
）

編
集
後
記

事前申し込みは不要です。
ぜひ、お気軽にお越しください。

議会を傍聴して議会を傍聴して
みませんかみませんか

次の定例会は６月下旬の予定です。

表紙の紹介
　

４
月
９
日
、
朝
か
ら
大
雨
、
午

後
は
晴
れ
の
中
、
町
内
小
中
学
校

の
入
学
式
が
行
わ
れ
、
小
学
校
に

５
５
８
名
、
中
学
校
に
４
１
９
名

の
新
入
生
を
迎
え
ま
し
た
。
小
中

学
生
の
皆
さ
ん
、
新
た
な
学
校
生

活
、
元
気
に
遊
び
や
勉
強
に
励
ん

で
く
だ
さ
い
。
議
員
一
同
、
皆
さ

ん
の
健
や
か
な
成
長
を
願
っ
て
い

ま
す
。

　

町
議
会
議
員
と
し
て
永
年
の
功
労
に
よ
り
、
全
国
町
村
議
会
議
長
会
か
ら
２
名

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

山口　晃司　氏

西　友幸　氏

６日　議会運営委員会
７日　議会報特別委員会
８日～18日　３月定例会
11日～15日　予算特別委員会
18日　議会運営委員会
　　　全員協議会
　　　議会報特別委員会

３月

９日　政治倫理審査会
12日　議会報特別委員会
23日　政治倫理審査会
24日　広島県町議会議長会広報研修会
31日　厚生委員会

１月

６日　政治倫理審査会
14日　政治倫理審査会
　　　議会運営委員会
20日　臨時会・全員協議会
22日　広島県町議会議長会議員研修会
26日　総務文教委員会
27日　厚生委員会
28日　建設委員会

２月

議会の動き


